★★養老伝説★★
むかし、この近くに酒好きな老人が住んでいた。
　貧しい暮らしなのに、外から帰るときには、酒に酔っている。
　息子がいぶかって父のあとをつけてみると、こんこんと湧き出る泉をｏｏ
　手ですくって、さもうまそうに「ああ、うまい酒だ」と言って飲んでいた。
　父の去ったあと子が飲んでみると、ただの清水であった。
　この話を聞いた人々が「親は古酒、子は清水」というようになった。
　各地にある子和清水、古和清水などはこうした伝説による泉です。

★★きみさらず伝説★★
それは景行天皇の時代、古代日本の最初の統一国家である大和朝廷が勢力を拡大するため、
景行天皇の子供であるヤマトタケルノミコトという人物に声がかかったのです。
★景行天皇のセリフ
「東方の十二国の荒れすさぶ神、また服従しない者どもを征伐し平定せよ」
この景行天皇の命により、伊勢、現在の三重県から蝦夷、現在の福島県までの地域を侵攻していきました。その中の一つに千葉県のこの地があったのです。
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日本武尊が東征の折、相模から上総に渡る際、東京湾が大荒れた。 
妃(きさき)の弟橘媛（おとたちばなひめ）は、海神の怒りを鎮めるため、自ら荒海に身を投じて夫の渡海を助けた。
無事上総に渡った日本武尊は、太田山から海を見つめ、
★日本武尊の和歌
「君さらず　袖しからみに立浪(たつなみ)のその面影を見るぞ悲しき」
と詠み、
しばしこの地を去ろうとしなかった。
いつしか、この地は「君去らず」と呼ばれ、転じて「きさらず」になったと云う。
